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１. 計画の方向性 

１.１ 計画の期間 

・「自転車活用推進計画」の計画期間は令和３年度から令和７年度となっている。 

・「東京都自転車活用推進計画」の計画期間は令和３年度から令和 12 年度となって

いる。 

・「品川区まちづくりマスタープラン」が令和５年３月に改定され、計画期間を令和

５年度から令和 14 年度の 10 年間としている。 

・品川区の自転車活用推進計画は、国の「自転車活用推進計画」および「東京都自

転車活用推進計画」を勘案しつつ、「品川区まちづくりマスタープラン」と整合を

図る必要があることから、本計画の期間は令和６年度～令和 15 年度の 10 年間と

する。 

図 １-１ 本計画と上位関連計画の期間 

１.２ 計画の対象地域 

・計画の対象地域は、品川区全域とする。 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

国

東
京
都

品
川
区

第２次自転車活用推進計画
（令和３年度～令和７年度）

東京都自転車活用推進計画

（令和３年度～令和12年度）

品川区基本構想

（平成20年度～）

品川区長期基本計画

（令和２年度～令和11年度）

品川区まちづくりマスタープラン

（令和５年度～令和14年度）

品川区地域公共交通基本方針

（令和２年度～令和11年度）

第11次品川区交通安全計画
（令和３年度～ 令和７年度）

品川区総合実施計画 品川区総合戦略

（令和４年度～令和６年度）

品川区都市型観光プラン

（平成28年度～令和７年度）

品川区環境基本計画

（平成30年度～令和９年度）

しながわ健康プラン２１（中間・評価見直し）

（令和２年度～令和６年度）

品川区自転車活用推進計画

（令和６年度～令和15年度）
内容を勘案

整合を図る
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２. 計画の基本理念と基本方針（案） 

２.１ 計画の理念（案） 

・国・都の自転車活用推進計画において、目標や施策の大きな柱は、「自転車利用環

境」、「健康増進」、「観光振興」、「安全・安心」の 4つに集約される。 

・区の自転車通行環境における課題と、上記４つの柱を対応づけると以下の通り。

図 ２-１ 国・都の自転車活用推進計画の目標・施策 

図 ２-２ 区の自転車交通の課題と国・都の自転車活用推進計画の目標・施策との対応

品川区における自転車交通の課題 国・都の目標・施策

ハード施策による事故の抑制
交通

安全

環境
自転車利用のルール・マナーの周知徹底

ソフト施策による事故の抑制

自転車損害賠償保険の周知、加入促進

安全・安心

買物等短時間駐輪への対応

自転車

駐輪

環境

大型自転車への対応

駐輪場の運用方法の改善

駐輪場の利便性、快適性の向上

放置自転車の排除

自転車ネットワークの整備推進自転車

走行

環境 交通安全策と合わせた自転車通行環境の形成

地域と共存した自転車利用/抑制策の検討

地域特性に応じた自転車活用方策の検討
自転車

活用

環境
観光等他分野と連携した自転車の活用

シェアサイクルの拡充

自転車を含めた区内交通サービスの充実

自転車利用環境

観光振興

健康増進

１ 自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成 

２ サイクルスポーツの振興等による活力ある健康長寿社会の実現 

３ サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現 

４ 自転車事故のない安全で安心な社会の実現 

１.環境形成：様々な場面で自転車が利用される将来 

２.健康増進：自転車で心身共に充実した日常生活が送れる将来 

３.観光振興：国内外の旅行者が自転車で観光を楽しめる将来 

４.安全・安心：安全・安心に自転車が通行できる将来 

国の「自転車活用推進計画」の目標 

東京都「東京都自転車活用推進計画」 実施すべき施策

国・都の【４つの柱】

●自転車利用環境

●健康増進 

●観光振興 

●安全・安心 
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２.２ 計画の視点と基本方針（案） 

・対応すべき課題を体系化し、個別方針および基本方針を以下のとおり設定した。

・視点については、課題や施策の体系を踏まえつつ、区民へのわかりやすさに配慮

し、「まもる」、「とめる」、「はしる」、「いかす」の４種類ごとに整理する。 

・なお、視点・基本方針の順番については、アンケート調査の結果などから区民の

関心が最も高い「まもる」を最上位に設定し、以下「とめる」「はしる」「いかす」

とした。 

図 ２-３ 計画の視点・基本方針（案） 

２.３ 計画の目標（案） 

課題や基本方針を踏まえ、計画目標を、『地域と共存し、暮らしを支え、にぎわいを

創出する、安全で快適な自転車利用環境の創出』とする

基本方針１.まもる

ルール・マナーの周

知・徹底を図り、安

全・安心な自転車利

用環境の創出

個別方針１

交通安全意識の向上と行動

の徹底

個別方針２

事故への備えの充実

・自転車損害賠償保険の周知、加

入促進

・ハード・ソフト施策による事故

の抑制

基本方針２.とめる

自転車を適切に停め

られる環境の創出

個別方針１

地域特性に応じた自転車駐

輪環境の整備

・買物等短時間駐輪への対応

・駐輪場の運用方法の改善

・大型自転車への対応

・駐輪場の利便性、快適性の向上

個別方針２

自転車放置対策の推進

・放置自転車の排除

基本方針３.はしる

安全で快適な自転車

通行環境の創出

基本方針４.いかす

地域と共存しながら

自転車を活用できる

環境の創出

個別方針１

安全・快適な自転車通行空

間の整備促進

・自転車ネットワークの整備推進

・交通安全策と合わせた自転車通

行環境の形成

個別方針２

地域と連携した自転車利用

/抑制ルール等の検討

・地域と共存した自転車利用/抑制

策の検討

個別方針１

生活を豊かにする自転車利

用の促進

・地域特性に応じた自転車活用方

策の検討

・観光等他分野と連携した自転車

の活用

個別方針２

シェアサイクルの普及促進

・シェアサイクルの拡充

・自転車利用のルール・マナーの

周知徹底

視点・基本方針個別方針対応する課題


